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高品質養殖魚の育種・完全養殖サイクルの構築と出荷社会実装 

 

１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人愛媛大学・後藤理恵 

 

２ 研究期間：令和５年度～令和９年度（５年間） 

 

３ 研究目的 

国内最大の養殖現場に位置する「レジデント型研究拠点」を中心に、

「美味しさ」を指標にスマ、マダイ、ブリの新たな育種・完全養殖シス

テム構築とスマでは輸出社会実装を行うことを目的とした。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  高品質養殖スマの育種・完全養殖サイクルの構築と出荷社会実装 

「総合型品質評価」を用い、冷凍・冷蔵保存や新規養殖技術に対応し

た優良形質の探索、安全性評価情報の育種への応用を検討する。また、

開発したスマ商材を輸出するための輸出販路形成と実証を行う。 
（愛媛大学南予水産研究センター・沿岸環境研究センター、愛媛県水産研究センター） 

 

② 既存養殖魚種マダイ、ブリにおける優良形質のスクリーニングシ

ステム構築と育種への導入 

産業規模の大きいマダイ、ブリの高品質家系の作出に向け、晩期産卵

個体の発掘とその形質を持った完全養殖優良親魚の育種導入を行う。 
（愛媛大学南予水産研究センター、愛媛県水産研究センター） 

    

５ 最終目標 

 高成長「南水１号」系統をもとに、高品質で安心な形質を加味した「南

水２号」の系統を作出し、全スマ種苗（8 万尾を予定）への導入と計

2,000尾以上の出荷輸出実証を行う。また、マダイでは満 2歳非産卵率

70％以上、ブリでは高成長完全養殖第一世代を作出の上、満 2 歳非産

卵魚を選抜する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

 スマでは満１歳未満個体のさらなる高品質化と輸出を含めた新たな

販路のための冷凍輸送技術の構築、マダイ・ブリでは満２歳産卵の抑制

による高品質化や大型化が期待される。天然種苗を上回る性能と優位

性を持つ人工種苗を作出する育種・完全養殖サイクルの導入により、販

売量および輸出量の拡大に貢献する。 
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